
「大阪くらしの今昔館」で行われた「大坂町家劇場」では、外国人の方が和服姿になり、さ
まざまな文化を体験した。

天保初年（1830年前半）の大坂の町並みを再現する、「大阪くら
しの今昔館」。

「ナレッジキャピタル大学校」にも参加した谷氏。「『大坂城と船
場が輝いていた時代』と現代を問う」と題した講義が行われた。

36
年
前
、
私
は
国
立
民
族
学
博
物
館
の

梅
棹
忠
夫
館
長
が
主
宰
す
る
『Seventy-

seven keys to the civilization of 

Japan

（
日
本
文
明
77
の
鍵
）』
の
出
版
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
。
こ
の
本
は
、

日
本
で
開
か
れ
た
世
界
の
有
名
ホ
テ
ル
の

総
会
に
合
わ
せ
て
作
っ
た
英
語
版
の
日
本

案
内
で
あ
る
。「
日
本
人
は
ど
こ
か
ら
き

た
か
」「
自
由
都
市
」「
大
坂
」「
黒
船
」

「
テ
レ
ビ
」「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
な
ど
日
本

の
歴
史
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
世
界
的
・
歴
史

的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
で
と
ら
え
、

外
国
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
編
集
さ
れ
た
。
併
せ
て
日
本
人
自
身
が

見
落
と
し
て
き
た
日
本
文
明
の
姿
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
、
当
時
と
し
て
は
画

期
的
な
企
画
で
あ
っ
た
。

２
０
０
１
年
、
大
阪
の
住
ま
い
文
化
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
大
阪
く
ら
し
の
今
昔

館
」（
大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
上
方
の

生
活
文
化
を
深
く
知
り
た
い
と
い
う
回
答

が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
取
材
し
た
産
経
新
聞

社
の
安
藤
編
集
企
画
室
長
（
当
時
）
か
ら
、

池
永
所
長
と
私
に
連
続
講
座
開
催
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
の

私
塾
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
上
方
生
活
文
化

堂
」（
産
経
新
聞
社
主
催
、
Ｃ
Ｅ
Ｌ
・
今
昔
館

の
企
画
）
を
開
講
し
、
大
阪
の
伝
統
的
な

活
文
化
に
関
す
る
話
、
最
後
に
若
手
天
才

料
理
人
で
あ
る
栫か

こ
い

山や
ま

一か
ず

希き

氏
の
手
に
な
る

上
方
料
理
を
味
わ
う
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

毎
月
１
回
、
20
人
の
小
さ
な
講
座
で
あ
る

が
、
受
講
者
か
ら
は
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
た
。

日
本
文
化
の
紹
介
は
、
こ
れ
ま
で
、
茶

の
湯
や
歌
舞
伎
な
ど
日
本
独
自
の
文
化
を

強
調
し
て
き
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

時
代
に
お
け
る
日
本
紹
介
は
、
さ
ら
に
一

歩
進
ん
だ
仕
掛
け
が
必
要
に
な
る
。
今
回
、

Ｃ
Ｅ
Ｌ
と
共
同
で
企
画
し
た
「
和
の
住
ま

い
文
化
劇
場
」
と
「
上
方
生
活
文
化
堂
」

を
通
し
て
、
住
ま
い
に
お
け
る
和
の
暮
ら

し
や
「
も
て
な
し
」
の
生
活
文
化
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
が
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
と
く
に
外
国
人
に

と
っ
て
は
、
自
国
の
暮
ら
し
と
比
較
し
な

が
ら
日
本
の
生
活
文
化
を
体
感
す
る
こ
と

で
、
知
識
だ
け
の
理
解
で
は
得
ら
れ
な
い

共
感
が
生
ま
れ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
も

昔
の
文
化
を
学
び
、
今
と
比
較
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
の
文
化
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
る
。
ま
さ
に
「
大
阪
く
ら
し
の
今

昔
館
」
の
名
前
通
り
の
効
果
で
あ
る
。

「
過
去
を
掘
り
起
こ
し
、
本
質
を
読
み
込

み
、
現
在
・
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
」。
こ
れ

は
池
永
所
長
が
提
唱
す
る
「
ル
ネ
ッ
セ
」

の
理
念
で
あ
り
、
今
昔
館
の
目
的
と
も
重

な
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｌ
と
今
昔
館
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
出
し
合
い
、
連
携

し
て
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
大
き
な
成

果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。「
大
阪
く
ら

し
の
今
昔
館
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
と
連
携
し
、
住
ま
い
の
文
化
を

通
し
て
大
阪
に
お
け
る
文
化
創
造
の
一
翼

を
担
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

今
昔
館
の
町
家
を
見
学
し
、
演
劇
形
式
の

案
内
に
よ
っ
て
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
学

び
（
大
坂
町
家
劇
場
）、
つ
ぎ
に
吉
田
家
住

宅
に
場
所
を
移
し
て
上
方
舞
・
茶
の
湯
・

書
道
な
ど
上
方
文
化
の
粋す

い

を
体
験
す
る
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
３
日
間
に
17
カ

国
58
人
の
外
国
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
「
上
方
の
生
活
文
化
」
を
考
え
る
総

括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
生
活
の
場
で
あ

る
住
ま
い
か
ら
和
の
文
化
を
体
験
す
る
機

会
が
少
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
今
後
の

住
ま
い
・
ま
ち
・
都
市
戦
略
、
文
化
・
観

光
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

が
開
館
し
た
。
私
は
、
館
長
と
し
て
梅
棹

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
学
ん
だ
こ
と
を
応
用
す

る
こ
と
に
し
た
。「
住
ま
う
こ
と
」
を
通

し
て
、「
歴
史
に
学
び
、
世
界
と
比
較
し
、

現
代
を
知
り
、
未
来
を
考
え
る
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
展
示
の
基
本
に
据
え
た
。

当
初
は
日
本
人
来
館
者
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

２
０
０
３
年
の
観
光
立
国
宣
言
以
降
、
政

府
に
よ
る
海
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
が
実

を
結
び
、
今
昔
館
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）
が
増
え
て
き
た
。

ま
た
２
０
１
３
年
に
「
和
食
;日
本
人
の

伝
統
的
な
食
文
化
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
世
界
的
に
「
和
の

文
化
」
が
注
目
さ
れ
た
結
果
、
和
の
住
ま

い
文
化
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。

住
ま
い
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
」

C
E
L
と
共
同
で
行
っ
た

外
国
人
の
た
め
の
住
ま
い
劇
場

江
戸
時
代
の
私
塾
に
な
ら
っ
た

上
方
生
活
文
化
堂

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
今
昔
館
で
は
、

２
０
１
７
年
、
内
閣
官
房
の
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
基
本
方
針
推

進
調
査
」
の
採
択
を
受
け
、「
外
国
の
皆

さ
ま
と
考
え
る
〝
和
の
住
ま
い
文
化
劇

場
〟
―
―
上
方
の
生
活
文
化
を
感
じ
る
一

日
」
が
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
今
昔
館
の
再

現
町
家
と
、
地
元
に
あ
っ
て
今
も
生
活
の

場
で
あ
る
吉
田
家
住
宅
（
１
９
２
１
年
建

築
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
）
を
舞
台
に
、

外
国
の
方
と
大
阪
の
「
和
の
住
ま
い
文

化
」
を
再
発
見
す
る
試
み
で
あ
る
。
イ
ベ

ン
ト
に
際
し
て
、
今
昔
館
と
連
携
協
定
を

結
ん
で
い
る
Ｃ
Ｅ
Ｌ
（
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
文
化
研
究
所
）
の
全
面
的
な
協
力
を

得
た
。
池
永
所
長
と
弘
本
研
究
員
に
は
、

企
画
だ
け
で
な
く
、
文
化
・
芸
術
団
体
や

関
西
の
領
事
館
と
の
交
渉
を
お
願
い
し
、

事
業
の
成
功
へ
と
導
い
て
い
た
だ
い
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
ま
ず
着
物
姿
で

「
衣
・
食
・
住
・
遊
」

の
文
化
を
、
実
物
資
料

の
鑑
賞
と
上
方
料
理
に

よ
っ
て
学
ぶ
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
た
。

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
場

と
し
て
吉
田
家
に
座
敷

の
開
放
を
お
願
い
し
、

床
・
棚
・
書
院
を
も
つ

８
畳
間
と
隣
の
６
畳
間

を
「
続
き
間
」
と
し
て

使
い
、
床
の
間
に
季
節

の
掛
軸
や
ひ
な
人
形
・

五
月
人
形
を
飾
っ
た
。

講
座
は
、
今
昔
館
所

蔵
『
浪
花
行
事
十
二

月
』
の
紹
介
に
始
ま
り
、

今
昔
館
の
学
芸
員
と
池

永
所
長
に
よ
る
実
物
資

料
を
交
え
た
大
阪
の
生

過
去
の
生
活
文
化
を
掘
り
起
こ
し

未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

Tan
i N

ao
ki

谷
直
樹

たに・なおき
1948年生まれ。「大阪くらしの今昔館」館長。大阪市立大
学名誉教授。専門は、建築史・居住文化史・博物館学。
今昔館の先駆的な企画・運営で日本建築学会賞および同
教育賞などを受賞。著書に『町に住まう知恵――上方三都
のライフスタイル』（平凡社）など。

上
方
の
生
活
文
化
・
建
築
文
化
の
研
究
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
文

化
の
魅
力
を
伝
え
て
き
た「
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
」
の
谷
直
樹
館

長
。
過
去
の
学
び
か
ら
現
在
、
未
来
を
考
え
よ
う
と
す
る
そ
の
姿
勢

は
、「
ル
ネ
ッ
セ
」
の
理
念
と
共
鳴
す
る
も
の
だ
。
こ
れ
ま
で
に

C
E
L
と
連
携
し
て
行
っ
て
き
た
多
く
の
活
動
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
成
果
や
今
後
の
展
望
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

ル
ネ
ッ
セ
総
括
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